
 

 

 

 

ふみよむ 窓を いざ開け 

校長  諏
す

 訪
わ

  健
けん

 

本日、無事、令和４年度修了式を終えることができました。これも、保護者の皆様の今年度の本校

教育活動への温かいご理解とご支援のおかげでございます。本当にありがとうございました。ここ

に謹んで、御礼申し上げます。来年度も、屈巣小学校をどうぞよろしくお願いいたします。 

さて、本日の修了式では、本校の校歌に込められている内容を子どもたちに話しました。３月２

２日の卒業式では、６年生が大変すばらしい歌声で、すがすがしく歌って巣立っていきました。卒

業生の歌声を聴き、くすっ子の心そして、屈巣地区を一つにする大変すばらしい校歌だと改めて思

いました。以下、注釈を入れながら、改めて歌詞をご紹介します。（作詞者の意図を直接確認するこ

とができませんので、私の思いになっている可能性があることをご了承ください。） 

 

屈巣小学校校歌（１９６３年につくられました。屈巣地区と大変縁の深い、川辺夏生先生が 

作詞、間中志津代先生が作曲されました。お二人とも学校の先生でした。） 

 

１ みのりゆたかな 川里の    屈巣に育った わたしらぼくら 

  （農作物がよく育ち、人々が豊かにくらしている川里の 屈巣に育った私たち、ぼくたちは） 

すなおなよい子 あかるい子    

  （素直なよい子で、明るい子）     

  仰ぐ平和と 文化の光   手と手むすんで いざや 立て 

  （平和とくらしが発展し、豊かになること大切にして 私たちは協力して がんばろう） 
 
 

２ めぐる春秋 六年を   まなびひとすじ わたしらぼくら 

  （６年間の季節のくりかえし＝小学校生活６年間を 一生懸命に学ぶ私たち、ぼくたち） 

  根づよい意志を 伸ばすのだ  

（植物の根がしっかり張ったように強い気持ちをパワーアップするぞ） 

  秩父おろしに きたえたからだ  

（秩父の山から吹き下ろす、冬の冷たい季節風に負けないで 鍛えた体が自分たちにはある） 

鴻巣市立屈巣小学校 

学 校 だ よ り 

  令和５年３月２４日 

≪花いっぱい 夢いっぱい 笑顔いっぱい 屈巣小≫             

花をさかせる学校・夢をはぐくむ学校・笑顔あふれる学校 

 

 



  胸をはって いざ進め 

（だから、自信をもって、堂々と前に進もう よし行けるぞ） 

３ きょうもあらたな 日がのぼる  清らなひとみ わたしらぼくら 

  （今日も、新しい一日がはじまる 朝日を受けて瞳が美しく澄んでいる私たち、ぼくたち） 

  あすの世界が 待ってるぞ     

（未来の世界・社会が、自分たちを待っているぞ） 

夢はなないろ かがやく希望 

（私たちの夢は、虹の色のようにたくさんあるし 光かがやく希望であふれている） 

  ふみよむ窓を いざ開け 

（屈巣小学校で学んだことを生かして、社会・世の中で活躍しよう） 
 

作詞の川辺先生の意に反している私の解釈は、失礼に値することかもしれません。しかしながら、

約６０年前につくられた校歌は、令和の時代でも、その輝きは色あせていないと思います。小学生

が歌いやすいリズミカルな曲と、元気と勇気が湧いてわいてくる言葉遣いの校歌です。その校歌を

本日、久しぶりにみんなで歌い、気持ちを一つにして、令和４年度をしめくくることができました。 

しばらく、学校で子どもたちの声が聴けなくなり、寂しいですが、新しい学年に向けての準備を

どうぞよろしくお願いいたします。令和５年４月１０日、元気なくすっ子たちに、お会いできるこ

とを楽しみにしています。 

 


